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(57)【要約】
【課題】手持ち式電気器具のための付属品、特にヘヤー
ドライヤのための付属品、及びそのような付属品を含む
電気器具、特にヘヤードライヤを提供する。
【解決手段】開示するのは、ハンドルと、ダクトを含む
本体と、ダクトを通り、流体流れがそこを通ってヘヤー
ドライヤへ流入する流体入口から流体流れを本体の前端
から放出する流体出口まで延びる流体流路と、主流体流
れがそこを通ってヘヤードライヤへ流入する主流体入口
から主流体出口まで少なくとも部分的に本体を通って延
びる主流体流路と、主流体流れを主流体入口を通して引
き込み、流体流れが、主流体出口から放出される流体に
よって流体流路を通して引き込まれるファンユニットと
、ヘヤードライヤから放出される流体の少なくとも１つ
のパラメータを調節し、本体の前端から突出するように
ヘヤードライヤへ取付け可能である付属品とを含むヘヤ
ードライヤである。
【選択図】図１ｆ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘヤードライヤであって、
　ハンドルと、
　ダクトを含む本体と、
　前記ダクトを通り、かつ流体流れがそこを通ってヘヤードライヤへ流入する流体入口か
ら該流体流れを前記本体の前端から放出する流体出口まで延びる流体流路と、
　主流体流れがそこを通ってヘヤードライヤへ流入する主流体入口から主流体出口まで少
なくとも部分的に前記本体を通って延びる主流体流路と、
　前記主流体流れを前記主流体入口を通して引き込み、前記流体流れが、該主流体出口か
ら放出される流体によって前記流体流路を通して引き込まれるファンユニットと、
　ヘヤードライヤから放出される流体の少なくとも１つのパラメータを調節し、前記本体
の前記前端から突出するようにヘヤードライヤへ取付け可能である付属品と、
　を含むことを特徴とするヘヤードライヤ。
【請求項２】
　前記付属品は、該付属品の一部を前記流体出口を通して前記ダクト内へ挿入することに
よってヘヤードライヤへ取り付けられることを特徴とする請求項１に記載のヘヤードライ
ヤ。
【請求項３】
　前記付属品の前記一部は、前記流体出口を通して前記ダクト内へ摺動可能に挿入可能で
あることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のヘヤードライヤ。
【請求項４】
　前記付属品は、前記ダクト内に該付属品と該ダクトの間の摩擦の手段によって保持され
ることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載のヘヤードライヤ。
【請求項５】
　前記付属品は、前記主流体流れがそこを通ってノズルへ流入するノズル流体入口から該
主流体流れを放出するノズル流体出口まで延びるノズル流体流路を形成するノズルの形態
にあることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項６】
　前記ノズルは、前記ダクト内に挿入可能な第１の端部と該第１の端部から遠隔の第２の
端部とを含み、
　前記ノズル流体入口は、前記ノズルの前記第１の端部と前記第２の端部の間に位置付け
られる、
　ことを特徴とする請求項５に記載のヘヤードライヤ。
【請求項７】
　前記ノズル流体入口は、前記ノズルの縦軸線の周りに少なくとも部分的に延びる少なく
とも１つの開口を含むことを特徴とする請求項６に記載のヘヤードライヤ。
【請求項８】
　前記ノズル流体入口は、前記ノズルの縦軸線の周りに周方向に延びる複数の開口を含む
ことを特徴とする請求項６又は請求項７に記載のヘヤードライヤ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの開口は、前記ノズルの前記縦軸線の方向に延びる長さを有し、
　前記少なくとも１つの開口の前記長さは、前記ノズルの前記縦軸線の周りで変動する、
　ことを特徴とする請求項７又は請求項８に記載のヘヤードライヤ。
【請求項１０】
　前記主流体出口は、前記主流体流れを前記ダクト内へ放出するように構成され、前記ノ
ズルの一部が、該主流体出口からの該主流体流れを受け入れるために前記流体出口を通し
て該ダクト内へ挿入可能であることを特徴とする請求項５から請求項９のいずれか１項に
記載のヘヤードライヤ。
【請求項１１】
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　前記ノズルは、前記第１の端部と前記第２の端部の間に側壁を含み、
　前記ノズルの前記第１の端部と前記第２の端部の間に位置付けられた前記側壁の一部分
が、前記ノズル流体入口を少なくとも部分的に形成する、
　ことを特徴とする請求項６から請求項１０のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項１２】
　前記側壁は、形状が管状であることを特徴とする請求項１１に記載のヘヤードライヤ。
【請求項１３】
　前記ノズル流体入口は、前記側壁に形成されることを特徴とする請求項１１又は請求項
１２に記載のヘヤードライヤ。
【請求項１４】
　前記ノズル流体入口は、前記主流体出口の一部を形成することを特徴とする請求項１１
から請求項１３のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項１５】
　前記側壁は、内側壁の周りに延び、
　前記ノズル流体入口は、前記内側壁と前記側壁の間に位置付けられる、
　ことを特徴とする請求項１１又は請求項１２に記載のヘヤードライヤ。
【請求項１６】
　前記内側壁は、形状が管状であることを特徴とする請求項１５に記載のヘヤードライヤ
。
【請求項１７】
　前記側壁は、前記第１の端部から前記第２の端部まで延び、前記ノズルは、該側壁の周
りに少なくとも部分的に延びる外側壁を含み、
　前記ノズル流体入口は、前記外側壁と前記側壁の間に位置付けられる、
　ことを特徴とする請求項１１又は請求項１２に記載のヘヤードライヤ。
【請求項１８】
　前記外側壁は、形状が管状であることを特徴とする請求項１７に記載のヘヤードライヤ
。
【請求項１９】
　前記ノズル流体出口は、前記壁の間に位置付けられることを特徴とする請求項１４から
請求項１８のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項２０】
　前記ノズルは、前記流体流れがそこを通って該ノズルへ流入する更に別のノズル流体入
口を含むことを特徴とする請求項５から請求項１９のいずれか１項に記載のヘヤードライ
ヤ。
【請求項２１】
　前記流体流れ及び前記主流体流れは、前記ノズル流体流路内で組み合わされて前記ノズ
ル流体出口から放出される組合せ流体流れを形成することを特徴とする請求項２０に記載
のヘヤードライヤ。
【請求項２２】
　前記ノズルは、該ノズルが前記ダクト内へ挿入された程度に応じて前記更に別のノズル
流体入口を閉鎖する手段を含むことを特徴とする請求項２０又は請求項２１に記載のヘヤ
ードライヤ。
【請求項２３】
　前記更に別のノズル流体入口を閉鎖する前記手段は、前記主流体流れが前記ノズルへ流
入する時に開放位置から閉鎖位置まで移動するように構成されることを特徴とする請求項
２２に記載のヘヤードライヤ。
【請求項２４】
　前記ノズルは、前記流体流れを放出する更に別のノズル流体出口を含み、
　前記ノズル内で前記主流体流れは、前記流体流れから隔離される、
　ことを特徴とする請求項２０に記載のヘヤードライヤ。
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【請求項２５】
　前記ノズル流体出口及び前記更に別のノズル流体出口の一方が、該ノズル流体出口及び
該更に別のノズル流体出口の他方の周りに延びることを特徴とする請求項２４に記載のヘ
ヤードライヤ。
【請求項２６】
　前記ノズル流体出口及び前記更に別のノズル流体出口は、前記ノズルの向かい合う側に
位置付けられることを特徴とする請求項２４に記載のヘヤードライヤ。
【請求項２７】
　前記ノズル流体出口及び前記更に別のノズル流体出口は、実質的に同一面上であること
を特徴とする請求項２４から請求項２６のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項２８】
　前記ノズル流体出口の形状が、調節可能であることを特徴とする請求項５から請求項２
７のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項２９】
　前記付属品は、ヘヤードライヤからの前記流体流れの前記放出を抑制するように構成さ
れることを特徴とする請求項１から請求項２０のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項３０】
　前記付属品は、前記流体流れの生成を抑制するように構成されることを特徴とする請求
項１から請求項２０のいずれか１項に記載のヘヤードライヤ。
【請求項３１】
　前記付属品は、前記流体流路に沿った前記流体出口への前記流体の流れを抑制する手段
を含むことを特徴とする請求項２９又は請求項３０に記載のヘヤードライヤ。
【請求項３２】
　前記流体流路に沿った前記流体出口への前記流体の流れを抑制する前記手段は、前記付
属品がヘヤードライヤに取り付けられた時に前記ダクト内に位置付けられる障壁を含むこ
とを特徴とする請求項３１に記載のヘヤードライヤ。
【請求項３３】
　前記障壁は、前記ノズルの前記第１の端部に位置付けられることを特徴とする請求項１
０に従属する請求項３２に記載のヘヤードライヤ。
【請求項３４】
　前記障壁は、前記ノズルの縦軸線と実質的に直交することを特徴とする請求項３２又は
請求項３３に記載のヘヤードライヤ。
【請求項３５】
　前記障壁は、前記ノズルの縦軸線に対して傾斜することを特徴とする請求項３２又は請
求項３３に記載のヘヤードライヤ。
【請求項３６】
　ヘヤードライヤから放出される前記流体流れの前記少なくとも１つのパラメータは、ヘ
ヤードライヤから放出される該流体流れの形状、プロフィール、向き、方向、流量、及び
速度のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１から請求項３５のいずれか
１項に記載のヘヤードライヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手持ち式電気器具のための付属品、特にヘヤードライヤのための付属品、及
びそのような付属品を含む電気器具、特にヘヤードライヤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　送風機及び特に温風送風機は、塗料又は毛髪のような物質を乾燥させ、かつ表層を清掃
し又は剥ぎ取るような様々の用途で使用される。一般的に、流体を本体内に引き込むモー
タ及びファンが設けられ、流体は、本体から出る前に加熱することができる。モータは、
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ほこり又は毛髪のような異物によって損傷し易いので、従来的に送風機の流体取入端にフ
ィルタが設けられる。従来的に、そのような電気器具にはノズルが設けられ、ノズルは、
電気器具に取り付けてかつそこから取り外すことができ、電気器具を出る流体流れの形状
及び速度を変更する。そのようなノズルは、その時点のユーザの必要に応じて、電気器具
の流出物を集束させるか又は流出物を拡散させるために使用することができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】Ｒｅｂａ、サイエンティフィック・アメリカン、２１４巻，１９６３年
６月の第８４頁から第９２頁
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の態様により、本発明は、ヘヤードライヤを提供し、ヘヤードライヤは、ハンドル
と、ダクトを含む本体と、ダクトを通り流体流れがそこを通ってヘヤードライヤへ流入す
る流体入口から流体流れを本体の前端から放出する流体出口まで延びる流体流路と、主流
体流れがそこを通ってヘヤードライヤへ流入する主流体入口から主流体出口まで少なくと
も部分的に本体を通って延びる主流体流路と、主流体流れを主流体入口を通して引き込み
、流体流れが、主流体出口から放出される流体によって流体流路を通して引き込まれるフ
ァンユニットと、ヘヤードライヤから放出される流体の少なくとも１つのパラメータを調
節し、本体の前端から突出するようにヘヤードライヤへ取付け可能である付属品とを含む
。
【０００５】
　ヘヤードライヤは、ファンユニットによって処理されかつそれによって電気器具の中に
引き込まれる主流れと、処理された主流れによって同伴される流体流れとを有する。従っ
て、ヘヤードライヤを通る流体流れは、同伴された流れによって増幅される。
【０００６】
　好ましくは、付属品は、付属品の一部を流体出口を通してダクトへ挿入することによっ
てヘヤードライヤへ取り付けられる。好ましくは、付属品のその一部は、流体出口を通し
てダクトへ摺動可能に挿入可能である。付属品は、付属品とダクトの間の摩擦の手段によ
ってダクト内に保持されることが好ましい。
【０００７】
　好ましくは、付属品は、主流体流れがそこを通ってノズルへ流入するノズル流体入口か
ら、主流体流れを放出するノズル流体出口まで延びるノズル流体流路を形成するノズルの
形態とされる。好ましくは、ノズルは、ダクト内に挿入可能な第１の端部と、第１の端部
から遠隔の第２の端部とを含み、ノズル流体入口は、ノズルの第１の端部と第２の端部の
間に位置付けられる。ノズル流体入口は、ノズルの縦軸線の周りに少なくとも部分的に延
びる少なくとも１つの開口を含むことが好ましい。縦軸線は、ノズルの第１の端部と第２
の端部の間を延びる。
【０００８】
　好ましくは、ノズル流体入口は、ノズルの縦軸線の周りに周方向に延びる複数の開口を
含む。
【０００９】
　好ましくは、少なくとも１つの開口は、ノズルの縦軸線の方向に延びる長さを有し、少
なくとも１つの開口の長さは、ノズルの縦軸線の周りで変動する。
【００１０】
　好ましくは、主流体出口は、主流体をダクト内へ放出するように構成され、ノズルの一
部は、流体出口を通してダクト内へ挿入可能であって主流体出口から主流体流れを受け入
れる。
【００１１】
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　ノズルは、第１の端部と第２の端部の間に側壁を含み、ノズルの第１の端部と第２の端
部の間に位置付けられた側壁の一部分は、ノズル流体入口を少なくとも部分的に形成する
ことが好ましい。好ましくは、側壁は、形状が管状である。好ましくは、ノズル流体入口
は、側壁に形成される。側壁は、内側壁の周りに延び、ノズル流体入口は、内側壁と側壁
の間に位置付けられることが好ましい。好ましくは、内側壁は、形状が管状である。
【００１２】
　側壁は、第１の端部から第２の端部まで延び、ノズルは、側壁の周りに少なくとも部分
的に延びる外側壁を含み、ノズル流体入口は、外側壁と側壁の間に位置付けられることが
好ましい。好ましくは、外側壁は、形状が管状である。ノズル流体出口は、これらの壁の
間に位置付けられることが好ましい。
【００１３】
　好ましくは、ノズルは、流体流れがそこを通ってノズルへ流入する更に別のノズル流体
入口を含む。好ましくは、流体流れ及び主流体流れは、ノズル流体流路内で組み合わされ
てノズル流体出口から放出される組合せ流体流れを形成する。
【００１４】
　好ましくは、ノズルは、ノズルがダクト内へ挿入された程度に応じて更に別のノズル流
体入口を閉鎖する手段を含む。更に別のノズル流体入口を閉鎖する手段は、主流体流れが
ノズルへ流入する時に開放位置から閉鎖位置まで移動するように構成されることが好まし
い。
【００１５】
　好ましくは、ノズルは、流体流れを放出する更に別のノズル流体出口を含み、ノズル内
で主流体流れは、流体流れから隔離される。
【００１６】
　第２の態様により、本発明は、ヘヤードライヤを提供し、ヘヤードライヤは、ハンドル
と、流体出口及び主流体出口を含む本体と、流体流れがそこを通ってヘヤードライヤへ流
入する流体入口から流体出口まで延びる流体流路及び主流体入口から主流体出口まで延び
る主流体流路を含むヘヤードライヤを通る流体流れを生成するファンユニットと、主流体
入口を通って引き込まれた主流体流れを加熱する加熱器と、主流体出口から主流体流れを
受け入れる主ノズル流体入口、主流体流れを放出する主ノズル流体出口、流体出口から流
体流れを受け入れる更に別のノズル流体入口、及び流体流れを放出する更に別のノズル流
体出口を含み、本体へ取付け可能であるノズルとを含み、ノズル内で流体流れは、主流体
流れから隔離される。
【００１７】
　ノズル流体出口及び更に別のノズル流体出口の一方は、ノズル流体出口及び更に別のノ
ズル流体出口の他方の周りに延びることが好ましい。好ましくは、ノズル流体出口及び更
に別のノズル流体出口は、ノズルの向かい合う側に位置付けられる。ノズル流体出口及び
更に別のノズル流体出口は、実質的に同一面にあることが好ましい。
【００１８】
　ノズルは、流体流れを更に別の流体出口まで運ぶ更に別の流体流路を含み、主流体入口
は、更に別の流体流路の周りに少なくとも部分的に延びることが好ましい。好ましくは、
主流体入口は、更に別の流体流路を取り囲む。
【００１９】
　ノズルは、第１の端部と、第１の端部から遠隔の第２の端部とを含み、ノズルの第２の
端部は、少なくとも１つの更に別のノズル流体出口を含むことが好ましい。好ましくは、
ノズルの第２の端部は、主ノズル流体出口を含む。主ノズル流体出口は、ノズルの第１の
端部と第２の端部の間に位置付けられることが好ましい。好ましくは、ノズルの第２の端
部は、変形可能である。ノズルの第１の端部は、更に別のノズル流体入口を含むことが好
ましい。好ましくは、ノズルの第１の端部は、流体出口を通して流体流路へ挿入可能であ
る。ノズルの第１の端部は、流体出口を通して流体流路へ摺動可能に挿入可能であること
が好ましい。好ましくは、ノズルは、ノズルと本体の間の摩擦の手段によってダクト内に
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保持される。
【００２０】
　主流体出口は、主流体を主ノズル流体流路内へ放出するように構成され、主ノズル流体
入口は、ノズルの第１の端部と第２の端部の間に位置付けられることが好ましい。
【００２１】
　好ましくは、ノズルは、第１の端部と第２の端部の間に側壁を含み、ノズルの第１の端
部と第２の端部の間に位置付けられる側壁の一部分は、主ノズル流体入口を少なくとも部
分的に形成する。側壁は、形状が管状であることが好ましい。好ましくは、側壁は、内側
壁の周りに延び、主ノズル流体入口は、内側壁と側壁の間に位置付けられる。内側壁は、
形状が管状であることが好ましい。
【００２２】
　好ましくは、側壁は、第１の端部から第２の端部まで延び、ノズルは、側壁の周りに少
なくとも部分的に延びる外側壁を含み、主ノズル流体入口は、外側壁と側壁の間に位置付
けられる。外側壁は、形状が管状であることが好ましい。
【００２３】
　第３の態様により、本発明は、ハンドルと、流体出口及び主流体出口を含む本体と、ヘ
ヤードライヤを通る流体流れを生成するファンユニットと、流体流れがそこを通ってヘヤ
ードライヤへ流入する流体入口から流体出口まで延びる流体流路と、主流体入口から主流
体出口まで延びる主流体流路と、主流体入口を通って引き込まれた主流体流れを加熱する
加熱器とを含むヘヤードライヤのためのノズルを提供し、ノズルは、本体へ取付け可能で
あり、ノズルは、主流体出口から主流体流れを受け入れる主ノズル流体入口と、主流体流
れを放出する主ノズル流体出口と、流体出口から流体流れを受け入れる更に別のノズル流
体入口と、第１の流体流れを放出する更に別のノズル流体出口と、主流体出口から主流体
流れを受け入れる主ノズル流体入口と、主流体流れを放出する主ノズル流体出口とを含み
、ノズル内で流体流れは、主流体流れから隔離される。
【００２４】
　好ましくは、更に別のノズル流体出口及び主ノズル流体出口の一方は、更に別のノズル
流体出口及び主ノズル流体出口の他方の周りに延びる。更に別のノズル流体出口及び主ノ
ズル流体出口は、ノズルの向かい合う側に位置付けられることが好ましい。好ましくは、
更に別のノズル流体出口及び主ノズル流体出口は、実質的に同一面にある。
【００２５】
　ノズルは、更に別の流体流れを更に別の流体出口まで運ぶ更に別の流体流路を含み、主
流体入口は、更に別の流体流路の周りに少なくとも部分的に延びることが好ましい。好ま
しくは、主流体入口は、更に別の流体流路を取り囲む。
【００２６】
　ノズルは、第１の端部と第１の端部から遠隔の第２の端部とを含み、ノズルの第２の端
部は、少なくとも１つの更に別のノズル流体出口を含むことが好ましい。好ましくは、ノ
ズルの第２の端部は、主ノズル流体出口を含む。主ノズル流体出口は、ノズルの第１の端
部と第２の端部の間に位置付けられることが好ましい。好ましくは、ノズルの第２の端部
は、変形可能である。ノズルの第１の端部は、更に別のノズル流体入口を含むことが好ま
しい。好ましくは、主ノズル流体入口は、ノズルの第１の端部と第２の端部の間に位置付
けられる。
【００２７】
　ノズルは、第１の端部と第２の端部の間に側壁を含み、ノズルの第１の端部と第２の端
部の間に位置付けられた側壁の一部分は、主ノズル流体入口を少なくとも部分的に形成す
ることが好ましい。好ましくは、側壁は、形状が管状である。側壁は、内側壁の周りに延
び、主ノズル流体入口は、内側壁と側壁の間に位置付けられることが好ましい。好ましく
は、内側壁は、形状が管状である。
【００２８】
　側壁は、第１の端部から第２の端部まで延び、ノズルは、側壁の周りに少なくとも部分
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的に延びる外側壁を含み、主ノズル流体入口は、外側壁と側壁の間に位置付けられること
が好ましい。好ましくは、外側壁は、形状が管状である。
【００２９】
　好ましくは、ノズル流体出口の形状は調節可能である。
【００３０】
　好ましくは、付属品は、ヘヤードライヤからの流体流れの放出を抑制するように構成さ
れる。代替的に、付属品は、流体流れの生成を抑制するように構成される。好ましくは、
付属品は、流体流路に沿った流体出口への流体の流れを抑制する手段を含む。
【００３１】
　流体流路に沿った流体出口への流体の流れを抑制する手段は、付属品がヘヤードライヤ
に取り付けられた時にダクト内に位置付けられる障壁を含むことが好ましい。好ましくは
、障壁は、ノズルの第１の端部に位置付けられる。障壁は、ノズルの縦軸線と実質的に直
交することが好ましい。代替的に、障壁は、ノズルの縦軸線に対して傾斜する。
【００３２】
　好ましくは、ヘヤードライヤから放出される流体流れの少なくとも１つのパラメータは
、ヘヤードライヤから放出される流体流れの形状、プロフィール、向き、方向、流量、及
び速度のうちの少なくとも１つを含む。
【００３３】
　第４の態様により、本発明は、ヘヤードライヤを提供し、ヘヤードライヤは、ハンドル
と、少なくとも１つの開口を含む流体出口を含む本体と、流体流れがそこを通ってヘヤー
ドライヤへ流入する流体入口から流体出口へ至る流体流れを生成するファンユニットと、
流体出口に対して移動可能であり、流体出口の少なくとも一部を閉鎖する手段と、ヘヤー
ドライヤから放出される流体流れの形状を変動させるための付属品を受け入れる手段とを
含み、付属品は、付属品が受入手段によって受け入れられる時に閉鎖手段と係合して閉鎖
手段を流体出口に対して移動する手段を含む。
【００３４】
　好ましくは、係合手段は、付属品が受入手段によって受け入れられる時に閉鎖手段を流
体出口の上記少なくとも一部から離すように配置される。
【００３５】
　閉鎖手段は、流体出口の少なくとも一部がその中に位置付けられた平面と平行な方向に
移動するように配置されることが好ましい。好ましくは、閉鎖手段は、流体出口の少なく
とも一部に対して上記方向に摺動可能に移動可能である。代替的に、閉鎖手段は、流体出
口の上記少なくとも一部がその中に位置付けられた平面と実質的に直交する方向に移動す
るように配置される。
【００３６】
　係合手段は、付属品が受入手段によって受け入れられる時に閉鎖手段を第１位置から第
２位置まで移動するように配置されることが好ましい。好ましくは、流体出口は、第１の
開口と第２の開口を含み、閉鎖手段は、第１位置で第２の開口のみを閉鎖するように配置
される。第１の開口は、第２の開口から離間することが好ましい。
【００３７】
　好ましくは、第１の開口は、第１の平面内に位置付けられ、第２の開口は、第１の平面
に対して角度を成す第２の平面内に位置付けられる。第２の平面は、第１の平面と直交す
ることが好ましい。好ましくは、第２の開口は、ヘヤードライヤの端部に位置付けられる
。
【００３８】
　一実施形態において、流体出口は、閉鎖手段が第１位置にある時に部分的に閉鎖される
開口を含み、係合手段は、付属品が受入手段によって受け入れられる時に閉鎖手段を上記
開口から離すように配置される。閉鎖手段は、第１位置に向けて付勢されることが好まし
い。
【００３９】
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　好ましくは、係合手段は、付属品の一部の周りに延びる。付属品は、側壁を含み、係合
手段は、その壁の周りに延びることが好ましい。好ましくは、係合手段は、側壁を取り囲
む。側壁は、形状が管状であり、係合手段は、側壁から直立するリップを含むことが好ま
しい。
【００４０】
　好ましくは、ヘヤードライヤは、本体を通って延びるボアを含み、流体出口の上記少な
くとも一部は、流体をボア内へ放出するように配置される。
【００４１】
　流体出口の少なくとも一部は、形状が環状であることが好ましい。
【００４２】
　第５の態様により、本発明は、ヘヤードライヤを提供し、ヘヤードライヤは、ハンドル
と、ダクトを含む本体と、流体流れがそこを通ってヘヤードライヤへ流入する流体入口か
ら流体流れを本体から放出するダクトの端部へ至る流体流れを生成するファンユニットと
、ダクトの端部内へ部分的に挿入可能であり、ダクト内に位置付けられた時に流体流れを
放出する少なくとも１つの開口を少なくとも部分的に形成する付属品とを含み、付属品は
、上記少なくとも１つの開口の下流に配置されて上記少なくとも１つの開口から放出され
た流体がその上に向けられる外部面を含む。
【００４３】
　好ましくは、付属品の外部面は、上記少なくとも１つの開口を少なくとも部分的に形成
する。付属品の外部面は、形状が凸面であることが好ましい。好ましくは、付属品の外部
面は、コアンダ面を含む。付属品の外部面の前部分は、ノズルの縦軸線に向けてテーパが
つくことが好ましい。好ましくは、付属品の外部面の前部分は、ある一定の点までテーパ
がついている。
【００４４】
　付属品は、外部面を少なくとも部分的に取り囲むカラーを含み、カラーの内部面と外部
面は、外部流体流路を形成し、それを通ってヘヤードライヤの外側からの流体が、上記少
なくとも１つの開口から放出される流体によって外部流体流路を通って引き込まれること
が好ましい。好ましくは、上記少なくとも１つの開口は、ダクトの内部面と付属品の外部
面との間に位置付けられる。
【００４５】
　本体は、流体流れをダクト内へ放出する流体出口を含み、付属品は、流体出口から流体
流れを受け入れる流体入口と、流体入口から上記少なくとも１つの開口まで延びる流体流
路とを含むことが好ましい。
【００４６】
　好ましくは、付属品は、ダクト内に挿入可能な第１の端部と、第１の端部から遠隔の第
２の端部とを含み、流体入口は、付属品の第１の端部と第２の端部の間に位置付けられる
。
【００４７】
　流体入口は、付属品の縦軸線の周りに少なくとも部分的に延びる少なくとも１つの開口
を含むことが好ましい。
【００４８】
　好ましくは、付属品は、付属品の第１の端部と第２の端部の間に側壁を含み、付属品の
第１の端部と第２の端部の間に位置付けられた側壁の一部分は、流体入口を少なくとも部
分的に形成する。側壁は、形状が管状であることが好ましい。
【００４９】
　好ましくは、付属品は、流体流路を少なくとも部分的に形成する内側壁の回りに延びる
外側壁を含む。内側壁は、形状が管状であることが好ましい。付属品の外部面は、内側壁
の周りに延びることが好ましい。好ましくは、内側壁は、各端において開き、流体流れは
、上記少なくとも１つの開口から放出される流体流れによってダクト及び内側壁を通して
引き込まれる。
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【００５０】
　一実施形態において、付属品は、第１の端部から第２の端部まで延びる第１の側壁と、
第１の側壁の周りに少なくとも部分的に延びる第２の側壁とを含み、流体流路は、これら
の側壁間に位置付けられる。好ましくは、第１の側壁及び第２の側壁の各々は、形状が管
状である。付属品の外部面は、第１の側壁の周りに延びることが好ましい。好ましくは、
第１の側壁は、各端において開き、流体流れは、上記少なくとも１つの開口から放出され
る流体流れによってダクト及び第１の側壁を通して引き込まれる。
【００５１】
　ここで、本発明を一例としてかつ添付図面を参照して以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１ａ】本発明による単一流路ノズルの図である。
【図１ｂ】本発明による単一流路ノズルの図である。
【図１ｃ】本発明による単一流路ノズルの図である。
【図１ｄ】本発明による単一流路ノズルの図である。
【図１ｅ】本発明による単一流路ノズルの図である。
【図１ｆ】本発明による単一流路ノズルの図である。
【図２ａ】ヘヤードライヤへ取り付けられた単一流路ノズルの図である。
【図２ｂ】ヘヤードライヤへ取り付けられた単一流路ノズルの図である。
【図２ｃ】ヘヤードライヤへ取り付けられた単一流路ノズルの図である。
【図３ａ】本発明による二重流路ノズルを示す図である。
【図３ｂ】本発明による二重流路ノズルを示す図である。
【図３ｃ】本発明による二重流路ノズルを示す図である。
【図３ｄ】本発明による二重流路ノズルを示す図である。
【図３ｅ】本発明による二重流路ノズルを示す図である。
【図３ｆ】本発明による二重流路ノズルを示す図である。
【図３ｇ】本発明による二重流路ノズルを示す図である。
【図４ａ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【図４ｂ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【図４ｃ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【図５ａ】層流ノズルを示す図である。
【図５ｂ】層流ノズルを示す図である。
【図５ｃ】層流ノズルを示す図である。
【図５ｄ】層流ノズルを示す図である。
【図５ｅ】層流ノズルを示す図である。
【図５ｆ】層流ノズルを示す図である。
【図６ａ】端弁を有するノズルを示す図である。
【図６ｂ】端弁を有するノズルを示す図である。
【図６ｃ】端弁を有するノズルを示す図である。
【図６ｄ】端弁を有するノズルを示す図である。
【図７ａ】更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｂ】更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｃ】更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｄ】更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｅ】更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｆ】更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｇ】ヘヤードライヤに取り付けられた更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｈ】ヘヤードライヤに取り付けられた更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｉ】ヘヤードライヤに取り付けられた更に別の二重流路ノズルを示す図である。
【図７ｊ】ヘヤードライヤに取り付けられた更に別の二重流路ノズルを示す図である。
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【図８ａ】ヘヤードライヤに取り付けられた代替の単一流路ノズルを示す図である。
【図８ｂ】代替の単一流路ノズルを示す図である。
【図８ｃ】代替の単一流路ノズルを示す図である。
【図８ｄ】代替の単一流路ノズルを示す図である。
【図８ｅ】代替の単一流路ノズルを示す図である。
【図８ｆ】代替の単一流路ノズルを示す図である。
【図８ｇ】代替の単一流路ノズルを示す図である。
【図９ａ】代替の二重流路ノズルを示す図である。
【図９ｂ】代替の二重流路ノズルを示す図である。
【図９ｃ】代替の二重流路ノズルを示す図である。
【図９ｄ】代替の二重流路ノズルを示す図である。
【図９ｅ】代替の二重流路ノズルを示す図である。
【図９ｆ】代替の二重流路ノズルを示す図である。
【図９ｇ】代替の二重流路ノズルを示す図である。
【図１０ａ】更に別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１０ｂ】更に別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１０ｃ】更に別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１０ｄ】更に別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１０ｅ】更に別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１１ａ】別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１１ｂ】別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１１ｃ】別の単一流路ノズルを示す図である。
【図１１ｄ】別の単一流路ノズルをヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１１ｅ】別の単一流路ノズルをヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１１ｆ】別の単一流路ノズルをヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１２ａ】ノズルと単一流路への２つの入口を有するヘヤードライヤとを示す図である
。
【図１２ｂ】ノズルと単一流路への２つの入口を有するヘヤードライヤとを示す図である
。
【図１２ｃ】ノズルと単一流路への２つの入口を有するヘヤードライヤとを示す図である
。
【図１３ａ】代替の２つの出口配置を示す図である。
【図１３ｂ】代替の２つの出口配置を示す図である。
【図１３ｃ】代替の２つの出口配置を示す図である。
【図１３ｄ】代替の２つの出口配置を示す図である。
【図１４ａ】更に別のノズル及びヘヤードライヤ組合せを示す図である。
【図１４ｂ】更に別のノズル及びヘヤードライヤ組合せを示す図である。
【図１４ｃ】更に別のノズル及びヘヤードライヤ組合せを示す図である。
【図１４ｄ】更に別のノズル及びヘヤードライヤ組合せを示す図である。
【図１５ａ】代替のノズルをヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１５ｂ】代替のノズルをヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１５ｃ】代替のノズルをヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１５ｄ】代替のノズルをヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１６ａ】更に別の単一流路ノズル及びヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｂ】更に別の単一流路ノズル及びヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｃ】更に別の単一流路ノズル及びヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｄ】更に別の単一流路ノズル及びヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｅ】更に別の単一流路ノズル及びヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｆ】更に別の単一流路ノズル及びヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｇ】更に別の単一流路ノズル及びヘヤードライヤを示す図である。
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【図１６ｈ】ノズルのないヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｉ】ノズルのないヘヤードライヤを示す図である。
【図１６ｊ】更に別の付属品をヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１６ｋ】更に別の付属品をヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１６ｌ】更に別の付属品をヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１６ｍ】更に別の付属品をヘヤードライヤと共に示す図である。
【図１７ａ】ヘヤードライヤに取り付けられた単一流路ノズルを示す図である。
【図１７ｂ】ヘヤードライヤに取り付けられた単一流路ノズルを示す図である。
【図１７ｃ】ヘヤードライヤに取り付けられた単一流路ノズルを示す図である。
【図１８ａ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【図１８ｂ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【図１８ｃ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【図１８ｄ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【図１８ｅ】ヘヤードライヤに取り付けられた二重流路ノズルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
　図１ａから図１ｆは、ほぼ管状の本体１１０を含むノズル１００を示し、本体は、その
長さに沿って延びる縦軸線Ａ－Ａを有し、かつ本体１１０の壁１１２を通る流体入口１２
０と、流体入口１２０の下流にある流体出口１３０とを有する。流体入口１２０は、ノズ
ルの縦軸線Ａ－Ａの方向に延びる長さを有し、ノズル１００の第１の端部又は上流端１０
０ａと第２の端部又は下流端１００ｂの間に位置付けられる。
【００５４】
　この実施例では、流体出口１３０はスロット形状を有し、スロットの長さＢ－Ｂは、本
体１１０の直径Ｃ－Ｃよりも大きい。この実施例では、流体入口１２０は、補強支柱１２
０ｂによって分離されたいくつかの個別の開口１２０ａを含む。開口１２０ａは、ノズル
１００の縦軸線の周りを周方向に延びる。
【００５５】
　使用時に、流体は、流体入口１２０へ入り、本体１１０の長さに沿って流体流路１６０
に沿ってかつ流体出口１３０から流出するように流れる。ノズル１００の上流端１００ａ
は、端壁１４０によって閉鎖されるので、流体は、流体入口１２０を通ってのみノズル１
００へ流入可能である。
【００５６】
　図２ａから図２ｃは、ヘヤードライヤ２００へ取り付けられたノズル１００を示してい
る。ノズル１００は、ストップ２１０に到達するまでヘヤードライヤの下流端２００ｂ内
へ挿入される。この位置で、ノズル１００の流体入口１２０は、ヘヤードライヤ２００の
主流体出口２３０と流体連通される。ノズルは、ヘヤードライヤから放出される流体流れ
の少なくとも１つのパラメータを調節する付属品であり、ノズルの下流端１００ｂは、ヘ
ヤードライヤ２００の下流端２００ｂから突出する。
【００５７】
　ヘヤードライヤ２００は、ハンドル２０４、２０６と、ダクト２８２、２８４を含む本
体２０２とを有する。主流体流路２６０は、この実施例では、ヘヤードライヤの上流端２
００ａ、すなわち、流体出口２００ｂからヘヤードライヤの遠位の端部に位置付けられた
主入口２２０において始まる。流体は、ファンユニット２５０によって主流体入口２２０
内へ引き込まれ、流体は、ヘヤードライヤの外側本体２０２の内側に位置付けられた主流
体流路２６０に沿って、外側本体２０２とダクト２８２の間を第１のハンドル部分２０４
に沿ってファンユニット２５０へ流れる。
【００５８】
　ファンユニット２５０は、ファン及びモータを含む。流体は、ファンユニット２５０を
通り、第２のハンドル部分２０６に沿って引き込まれ、本体の内側の階段２６０ａ内でヘ
ヤードライヤの本体２０２へ戻る。本体２０２の内側階段２６０ａは、主流体流路２６０
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とダクト２８２の間で主流体流路２６０内に入れ子にされ、かつ加熱器２０８を含む。加
熱器２０８は、環状であり、内側階段２６０ａを通って流れる流体を直接加熱する。加熱
器２０８の下流において、流体は、主出口２３０から主流体流路を出る。
【００５９】
　ノズル１００がヘヤードライヤ２００へ取り付けられた状態では、主出口２３０は、ノ
ズル１００の流体入口１２０と流体連通される。主出口２３０から流出する流体は、ノズ
ル１００の本体１１０に沿ってノズル出口１３０へ流れる。
【００６０】
　ヘヤードライヤ２００は、第２の流体流路２８０を有する。この第２の流体流路２８０
は、第２の入口２７０からヘヤードライヤの本体２０２の長さに沿ってダクト２８２を通
って第２の出口２９０へ延び、ヘヤードライヤへ取り付けたノズルがない場合、第２の流
体流路２８０を通って流れる流体は、主流体出口２３０において主流体と混合し合う。こ
の混合し合った流れは、ダクト２８４に沿ってヘヤードライヤの流体出口２００ｂまで続
く。第２の流体流路２８０を通って流れる流体は、ファンユニット２５０によって処理さ
れず、それは、ファンユニットがオンに切り換えられた時に主流体流路２６０を通る主流
体流れによって同伴される。
【００６１】
　第２の流体流路２８０は、上流ダクト２８２及び下流ダクト２８４によって形成された
管に沿って延びると考えることができ、主出口２３０は、ダクト２８２とダクト２８４の
間にある管内の開口である。ノズルは、ダクト２８２、２８４によって形成された管内へ
部分的に挿入される。この実施例では、ノズル１００は、ヘヤードライヤ出口２００ｂ内
へ下流ダクト２８４に沿って開口又は主流体出口２３０を過ぎて上流ダクト２８２内へ摺
動可能に挿入される。ノズル１００は、ダクト２８２、２８４内に摩擦によって保持され
る。この実施例では、摩擦は、ストップ２１０とヘヤードライヤのダクト２８４の間に与
えられる。
【００６２】
　ノズル１００は、単一流路ノズルであり、主流体流路２６０から来てファンユニット２
５０によって処理された流体のみがノズル１００を通って流れる。ノズル１００の端壁１
４０は、第２の流体流路２８０を閉鎖する障壁であり、ノズルがヘヤードライヤに正しく
取り付けられた時、それによって第２の流体流路内への同伴を防止する。ノズル１００は
、同伴流体の放出を防止し、かつ同伴流体の発生を抑制する。
【００６３】
　代替的に、ノズルは、ヘヤードライヤ２００の下流ダクト２８４内へ延びることができ
ると考えられるが、主流体出口２３０の所までは延びない。この実施例では、主流体流路
２６０からの流体は、第２の流体流路２８０からの同伴流体と主流体流路２３０において
混合され、混合流れは、ノズルの上流端においてノズルに入り、ノズルの流体出口１３０
まで続き、ノズル出口において組合せ流体流れを生成する。
【００６４】
　ノズル１００の端壁１４０は、弁を含むことが有利である。これは、ヘヤードライヤが
オンである間にノズル１００がヘヤードライヤ内へ挿入される場合に助けとなる。弁は開
いて十分な流体流れ、例えば、約２２ｌ／ｓがそれを流れるように設計される。ここで、
図６ａから図６ｄを参照してノズルの弁の作動を説明する。図６ａに示すように、ノズル
１００がヘヤードライヤ２００の出口端２００ｂへ最初に挿入されると、ノズル１００の
上流端壁１４０内の弁１５０が開く。弁１５０は、端壁１４０の中央支柱１５２内へ取り
付けられ、流体流れの力が十分に高い場合、弁１５０は、ノズル１００に重なり、ノズル
１００の端壁１４０内に開口部１５４、例えば、環状の開口部を作る。弁１５０は、ノズ
ル１００へ流入する流体の力によって下流へ押される。
【００６５】
　入口１２０がヘヤードライヤ２００の主出口２３０と部分的に位置合わせされた状態で
、主流れの一部は、入口１２０を通って流れ、その結果、弁１５０における圧力が低下す
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る。主流れの少なくとも大部分が入口１２０を通過すると、図６ｃに示すように、弁１５
０は閉じる。弁１５０が閉じた場合、ノズルの端壁１４０が閉鎖されるので、流体は、第
２の流体流路２８０を流通不可能である。従って、唯一の流れは、主流体流路２６０の主
出口２３０から来てノズルの入口１２０内へ至る。
【００６６】
　ノズル１００は、高温整髪のノズルである。ヘヤードライヤを通る通常流れのほぼ半分
のみがノズルを通って出口１３０へ流れるが、流れの速度は、ノズルの形状によって上昇
させられ、従って、ユーザは通常流れのそれと同様の力を感じる。通常流れは、付属品が
ないヘヤードライヤを通って流れる合計流れ、すなわち、主流れと第２の流れ又は同伴さ
れた流れとを加算したものである。ノズル出口１３０の形状は、ヘヤードライヤ出口２０
０ｂと比べて横断面積を低減し、これは、流れの速度を上昇させる。
【００６７】
　図示のヘヤードライヤは、ヘヤードライヤのハンドルを通って流れる主流体流路を有す
るが、これは、要件ではない。代替的に、主流体流路は、主入口２２０から本体２０２に
沿って加熱器を通り、主流体出口２３０へ至り、従って、ノズル内へ至るように流れるこ
とができる。
【００６８】
　図１１ａから図１１ｆは、ヘヤードライヤ２００へ取り付けられたノズル８００を示し
ている。この実施形態において、図２ａから図２ｃに関して図示かつ説明された構成要素
は、同様の参照番号を有する。ノズルは、ノズル１００に類似するが、弁１５０の代わり
に、このノズル８００は、傾いた上流端８００ａ及び流体入口８２０を含み、すなわち、
流体入口８２０は、ノズル８００の縦軸線の方向に延びかつノズルの縦軸線の周りで変動
する長さを有する。流体入口８２０は、本体８１０の側壁８２２で形成され、側壁８２２
は、本体８１２の壁及びノズル８００の縦軸線Ａ－Ａと実質的に直交する。
【００６９】
　ノズル８００がヘヤードライヤ２００の出口端２００ｂ内へ挿入される時に、流体入口
８２０は、ヘヤードライヤの主流体出口２３０と次第に位置合わせされる（図１１ｆ）。
図１１ｄに示すように、ノズル８００が完全に挿入された時に、環状の主流体出口２３０
全体は、ノズル入口８２０と流体連通する。
【００７０】
　ヘヤードライヤがオンに切り換えられた時、ノズル８００の挿入には初期抵抗があり、
これは、ヘヤードライヤを通って流れる主流体及び第２の流体があることによるが、同伴
効果は、ヘヤードライヤ出口端２００ｂが斜めのノズル入口端８００ａによって閉鎖され
る時に次第に減少し、ヘヤードライヤのノズル出口端８００ｂが完全に閉鎖されるまで続
く。この時点では、流体入口８２０内へ流入不可能な主流体出口２３０からの主流れは、
第２の流体流路２８０へ下側に向きを変更され、ヘヤードライヤの後端又は上流端２００
ａに向けられる。従って、ノズルが最初に挿入された時に、主流れは、ノズルの下流端８
００ｂから流出不可能であり、第２の流体流路２８０に沿って反対方向に流通可能である
。この特徴は、ノズル挿入工程中に加熱器を過熱から保護し、その理由は、一部の流体が
主流体流路を常に流通するからである。
【００７１】
　図３ａから図３ｆは、外側壁３１２及び内側壁３８２を有するほぼ管状の本体３１０を
含む二重流路ノズル３００を示している。外側壁３１２は、ノズル３００の上流端３００
ａから下流端３００ｂへ、かつ内側壁３８２の周りに延びる。外側壁３１２は、流体入口
３２０を形成する開口を有し、流体入口３２０の下流に流体出口３３０が設けられる。使
用時に、流体は、流体入口３２０へ入り、本体３１０の長さに沿って外側壁３１２と内側
壁３８２の間に設けられた流体流路３６０に沿って流体出口３３０を通って出るように流
れる。内側壁３８２は、ほぼ管状であるが、それは、流体入口３２０において外側に湾曲
し３２２、かつ外側壁３１２に結合して流体入口３２０の上流端を形成する。
【００７２】
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　ノズル３００の上流端３００ａに更に別の入口３７０が設けられ、流体は、更に別の流
体流路３８０に沿って更に別の流体出口３９０へ流れる。更に別の流体流路３８０は、内
側壁３８２によって形成された管内を流れる。更に別の流体流路３８０は、流体流路３６
０内に入れ子とされ、流体流路３６０によって取り囲まれる。流体出口３３０及び更に別
の流体出口３９０は、実質的に同じ形状及び構成を有し、この実施例では中心のより広い
領域を有する丸いスロットを含む。これは、流体流れは中心領域へ主に向けられるが、乾
燥区域がスロット部分によって増加することを意味する。
【００７３】
　流体出口３３０及び更に別の流体出口３９０は、図３ｇに示す簡単な二重スロット３３
０ａ、３９０ａのような代替的な形状を含むことができる。
【００７４】
　使用時に、ノズルが付属品へ取り付けられた時、流体入口は、ヘヤードライヤの主流体
出口と流体連通し、更に別の流体入口は、ヘヤードライヤの第２の流体出口と流体連通す
る。２つの流体流路を有することは有利であり、その理由は、それが流体流出の操作を可
能にし、ユーザの要求に応じて異なる整髪条件を生成するからである。
【００７５】
　図４ａから図４ｃは、ヘヤードライヤ２００へ取り付けられたノズル３００を示してい
る。この実施形態において、図２ａから図３ｆに関して図示かつ説明した構成要素は、同
様の参照番号を有する。上述したように、主流体流路２６０、２６０ａは、ヘヤードライ
ヤ２００の上流端２２０ａに主入口２２０を有し、ヘヤードライヤの本体２０２の長さに
沿って第１ハンドル２０４を下がり、ファンユニット２５０を通り第２のハンドル２０６
を上がり、本体２０２内の内側階段２６０ａへ戻り、加熱器２０８を通り、主出口２３０
へ続く。
【００７６】
　第２の流体流路２８０も設けられ、ヘヤードライヤ２００の本体２０２を通って真っ直
ぐに進み、第２の入口２７０から第２の出口２９０へ至る。二重流路ノズル３００がヘヤ
ードライヤ２００の出口端２００へ取り付けられた状態で、主流及び第２の流の両方は、
それらのそれぞれの入口２２０、２７０からノズル出口３３０、３９０へ流れる。
【００７７】
　ノズル３００がヘヤードライヤ２００へ取り付けられた時、主流体流路２６０を流れる
流体は、主出口２３０へ至り、ノズル３００の入口３２０に入り、外側壁３１２と内側壁
３８２の間の流体流路３６０に沿って流れ、ノズル３００及び電気器具の出口３３０へ流
れる。第２の流体流路２８０を通って流れる流体は、第２の出口２９０へ向けて流れ、ノ
ズル３００の更に別の入口３７０に入り、内側壁３８２内の更に別の流体流路３８０に沿
って流れ、ノズル３００の更に別の出口３９０へ至る。
【００７８】
　この実施形態において、更に別の流路３８０は、流体流路３６０の中心をなしてこれと
同心であり、すなわち、流体流路は、更に別の流体流路の周りに延びる。更に別の出口３
９０は、出口３３０によって取り囲まれ、これは、ノズルを出る熱い流体を外周に有する
中心の冷却流路をもたらす。熱い流体流路及び冷たい流体流路の一体性を維持するために
、かつそれらがヘヤードライヤ及びノズル内で隔絶されるように、挿入されたノズル３０
０は、主流体出口３３０を密封し、熱い流れと冷たい流れとの混合を防止すべきである。
この実施例では、外側壁３１２は、直立カラー３１２ａを含み、このカラーは、外側壁３
１２の周りに延びかつダクト２８２を密封し、こうして流体の第２の流体流路２８０から
ノズル入口３２０内への進入、及び主流体出口２３０から第２の流体流路２８０への漏出
を防止する。外側壁３１２のカラー３１２ａは、ノズルと、ヘヤードライヤ内にノズルを
保持するヘヤードライヤとの間の摩擦を提供する。
【００７９】
　第２のカラー３１２ｂが、流体入口３２０の下流に設けられ、これは、ヘヤードライヤ
ダクト２８４、及びノズル出口３３０を取り囲むヘヤードライヤ出口２００ｂに対してノ
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ズルを密封する。これは、ノズルの周りの漏れを止め、かつノズルからのより集束した流
出物を提供する。
【００８０】
　図５ａから図５ｆは、本発明による層状ノズルの様々の表現を示している。ノズル４０
０は、ほぼ管状の外側壁４１２と、本体を実質的に縦方向の半分に分割する内側壁４２４
とを有する本体４１０を有する。外側壁４１２は、壁４１２を通る入口４２０と、入口の
下流にありかつ流体流路４６０によって入口４２０に接続した出口４３０とを有する。入
口４２０は、外側壁４１２にある単一の半円形状開口であり、外側壁４１２、側壁４２２
及び内側壁４２４によって形成される。入口４２０は、ノズル４００の下流端４００ｂと
上流端４００ａの間に位置付けられる。側壁４２２は、外側壁４１０と内側壁４２４との
間を接続し、かつ外側壁４１２及び内側壁４２４と共に流体流路４６０を形成する。
【００８１】
　更に別の入口４７０が、ノズル４００の上流端４００ａに設けられる。この実施例では
、更に別の入口４７０は、実質的に円形であり、実質的に円形のヘヤードライヤダクト２
８４との流体連通を提供する（例えば、図２ｃの第２の流体出口２９０において）。更に
別の入口４７０は、更に別の流体流路４８０を通じて更に別の出口４９０と流体連通され
る。
【００８２】
　ノズル４００から出る層流を生成するために、ノズルの２つの出口４３０、４９０は、
ノズルの向きに応じて互いの上に重ねて又は並べて位置しており、すなわち、それらは、
同一平面にありかつノズルの向かい合う側に位置付けられる。流体流路４６０及び更に別
の流体流路４８０も、入口４２０からノズルの長さに沿って両側にある。更に別の流体流
路４８０のみがある入口４２０の上流で、更に別の流体流路４８０は、半円形横断面から
更に別の入口４７０における円形横断面まで延びる。この形状の変化は、流体入口４２０
の一部を形成する側壁４２２によって容易にされる。
【００８３】
　ノズル４００が環状の主流との流体連通を提供するので、流体入口４２０における更に
別の流体流路４８０の直径は、少し低減され、ヘヤードライヤの主出口を出る流体は、入
口４２０から遠ざかるように半径方向に離間４２０ａさせられ、ノズルの外周の周りに流
されて入口４２０へ至る。この特徴がなければ、主出口からの流れは入口で制約される。
【００８４】
　加えて、カラー４１２ａが、流体出口４２０の上流端又はその近くで外側壁４１２の周
りに設けられ、ヘヤードライヤの内部ダクト２８４に対してノズル４００を密封し、それ
によってヘヤードライヤからのいずれの流れも同伴された流れと混合されるのを防止する
。
【００８５】
　図７ａから図７ｊは、更に別の二重流路ノズル５００と、ヘヤードライヤ２００へ取り
付けられたノズルとを示している。このノズル５００では、入口と及び出口の相対位置は
反対になって、あべこべのノズルを生成する。
【００８６】
　ノズル５００は、本体５１０の外側壁５１２を通る流体入口５２０と流体入口５２０の
下流の流体出口５３０とを有するほぼ管状の本体５１０を有する。使用時に、流体は、流
体入口５２０へ入り、本体５１０の長さに沿ってかつ流体流路５６０に沿って流体出口５
３０を通って出るように流れる。更に別の入口５７０が、ノズル５００の上流端５００ａ
内に設けられ、流体は、この更に別の入口５７０から更に別の流体流路５８０に沿って更
に別の流体出口５９０へ流れる。
【００８７】
　ここで、図７ｇから図７ｊを参照すると、ノズル５００がヘヤードライヤ２００に挿入
された時に、入口５２０は、ヘヤードライヤの主流体出口２３０に位置合わせされる。従
って、流体は、ヘヤードライヤ内を流れ、主流体入口２２０から主流体流路２６０を通り
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、ファンユニット２５０及び加熱器２０８を過ぎて主流体出口２３０へ至り、その後ノズ
ル５００の流体入口５２０へ入り、流体流路５６０に沿って流体出口５３０へ至る。
【００８８】
　ノズル５００の更に別の入口５７０は、ヘヤードライヤ２００の第２の流体出口２９０
に位置合わせされてこれに挿入される。主流体流路２６０にあるファンユニット２５０の
作用によって第２の流体流路２８０に沿ってヘヤードライヤへ引き込まれた流体は、第２
の流体入口２７０からヘヤードライヤに入り、第２の流体流路２８０に沿って流れ第２の
流体出口２９０へ向う。第２の流体流路２８０内の流体は、更に別のノズル入口５７０に
入り、更に別の流体流路５８０に沿って流れ、更に別の流体出口５９０へ至る。
【００８９】
　流体出口５３０及び更に別の流体出口５９０は、主流体流路２６０からの流体、すなわ
ち、ファンユニット２５０によって処理されかつ加熱器２０８によって加熱された流体が
、第２の流体流路からの流体、すなわち、冷たい同伴流体によって取り囲まれるように配
置される。すなわち、流体出口５９０は、出口５３０を取り囲み、これは、ノズルを出る
冷たい流体を外周に有する中心の熱い流路をもたらす。この実施例では、ノズル５００の
出口５３０、５９０は、スロット形状であるが、それらは円形とすることができる。
【００９０】
　これを達成するために、更に別の入口５７０は、円形の開口部を有して第２の流体出口
２９０の形状及び大きさと適合し、更に別の流体流路５８０は、最初は、ノズル５００内
で２つの流体流路５６０、５８０に分けるノズル５００の外側壁５１２と内側壁５２４と
によって形成された１対のスロット又はＶ字形のチャンネル５８０ａである（特に図７ｂ
、図７ｄ、及び図７ｆ）。流体入口５２０の下流において、内側壁５２４は、円形でかつ
外側壁５１２とほぼ同心になり、更に別の流体流路５８０は、形状が環状になってノズル
５００の半径方向外側の出口５９０を形成し、すなわち、更に別の出口５９０は、流体出
口５３０を取り囲む。
【００９１】
　入口５２０は、環状であり、かつノズルの内側壁５２４と外側壁５１２の間に形成され
た口部５２０ａを有する。口部５２０ａは、ノズル５００の本体５１０内においてほぼ円
形であり、かつ入口５２０の下流において更に別の流体流路５８０によって取り囲まれる
流体流路５６０への入口を提供する。
【００９２】
　図８ａから図８ｇは、ほぼ管状の本体６１０、第１の端部又は上流端６００ａ、及び第
２の端部又は下流端６００ｂを有する代替の単一流路ノズル６００を示している。ノズル
６００の第１の端部６００ａと第２の端部６００ｂの間には、本体６１０の外側壁６１２
内に流体入口６２０があり、流体入口６２０の下流に流体出口６３０がある。この実施例
では、流体出口６３０は、リング形状を有し、又は環状であり、ノズル６００の内側壁６
１４と外側壁６１２によって形成される。
【００９３】
　流体入口６２０は、ノズルの外側壁６１２内の開口部であり、かつ開口によって形成さ
れ、開口は、外側壁の傾斜した縁部６２２ｂと、流体入口の上流端に設けられかつ外側壁
６１２と内側壁６１４とを連結する湾曲した側壁６２２とで形成される。外側壁の傾斜し
た縁部は、主流れがノズルに流入する時に渦及び圧力損失を低減するように流体流れの方
向に傾いている。
【００９４】
　外側壁６１２は、内側壁６１４を取り囲み、壁６１２、６１４は、ほぼ管状の本体６１
０を通り、入口６２０から出口６３０へ至る流体流路６６０を一緒に形成する。出口６３
０の近くで、内側壁６１４ｂは、外側へ湾曲して直径が増加し、流体流路の出口６３０に
おける横断面を低減させる。内側壁６１４は、出口６３０とノズル６００の外側壁６１２
の端部とを超えて下流ノズル端６００ｂまで続く。内側壁６１４ｂは、凸面かつコアンダ
面であり、すなわち、内側壁は、流体流路６６０を通って流れる流れが内側壁６１４ｂの
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表面に沿って進むようにし、その理由は、内側壁が湾曲して出口６３０及び下流ノズル端
６００ｂに環状の流れを形成するからである。また、コアンダ面６１４は、出口６３０か
ら流出する主流体流れがコアンダ効果によって増幅されるように配置される。
【００９５】
　ヘヤードライヤは、コアンダ効果を利用する増幅領域を提供するコアンダ面を含むノズ
ルにより、上述の出力及び冷却効果を達成する。コアンダ面は、公知タイプの面であり、
この面に近い出口オリフィスから出る流体流れは、面の上でコアンダ効果を発揮する。流
体は、面の上でその近くを流れ、殆ど面に「くっついて」又は「沿って」流れる傾向があ
る。コアンダ効果は、文献で十分に証明された同伴方法であって、それによってコアンダ
面の上で主空気流が誘導される。コアンダ面の特徴及びコアンダ面の上の流体流れの効果
の記載は、Ｒｅｂａ、サイエンティフィック・アメリカン、２１４巻，１９６３年６月の
第８４頁から第９２頁の論文などに見出すことができる。
【００９６】
　有利な態様において、このアセンブリは、ノズルの口部を取り囲む空気の同伴をもたら
し、滑らかな全体出力が維持されながら、主空気流は少なくとも１５％増幅されるように
なる。
【００９７】
　出口６３０における流体が内側壁の湾曲面６１４ｂに沿って下流ノズル端６００ｂへ流
れる６１６ように促進することにより、流体は、ヘヤードライヤ２００の外側からコアン
ダ効果によって同伴される６１８（図８ｃ）。この同伴作用は、下流ノズル端６００ｂに
おける流れを増加させ、従って、下流ノズル端６００ｂを流れる流体の体積は、ファンユ
ニット２５０及び加熱器２０８を通してヘヤードライヤによって処理される上記同伴によ
って増幅される。
【００９８】
　図８ａに示すように、ノズル６００がヘヤードライヤ２００へ取り付けられた時、流体
入口６２０は、ヘヤードライヤの主流体出口２３０に位置合わせされる。ヘヤードライヤ
２００は、中心ダクト２８２を通る第２の流体流路２８０を有するが、これは、ノズル６
００によって閉鎖される。図２ａに示す実施例では、ノズル１００は、ノズルの上流端１
００ａにおいて第２の流体流路２８０を閉鎖する。この実施例では、ノズル６００は、湾
曲壁６１４ｂの上流側延長部を利用し、延長部は、内側へ湾曲して第２の流体流路を閉鎖
する丸い端部６１６を形成する。
【００９９】
　ノズル流体流路６６０を主流体出口２３０に対して密封するために、ノズルの外側壁６
１２は、カラー６１２ａを含む。カラー６１２ａは、外側壁６１２から直立する外側壁よ
りも大きな直径を有し、かつヘヤードライヤ２００内のダクト２８２と適合するように設
計される。カラー６１２ａは、ノズル６００の流体入口６２０の上流にある。第２のカラ
ー６１２ｂも、理想的には流体入口６２０の下流に設けられ、ヘヤードライヤの主出口２
３０からの流体がノズルの外側壁６１２とヘヤードライヤ出口２００ｂの間に流れるのを
防止する。
【０１００】
　図９ａから図９ｇは、ヘヤードライヤ２００に関する代替的な二重流路ノズル７００を
示している。この実施形態において、図８ａから図８ｇを参照して図示及び説明した構成
要素は、同様の参照番号を有する。この実施例では、入口６２０から出口６３０への流体
流路６６０に加えて、更に別の流体流路７８０が設けられる。内側壁７１４は、ノズル７
００を通る管又はボアを含み、流体は、これらを通って更に別の入口７７０から更に別の
出口７９０へ更に別の流体流路７８０に沿って流通可能である。この実施例では、流体出
口６３０に隣接してかつその上流で、内側壁７１４は、流体流路６６０からの流体がそれ
に沿って流体出口６３０へ流れる外側の湾曲壁７１４ｂと、更に別の流体出口へ続く内側
の直線壁７１４ａとに分れる。
【０１０１】
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　ノズル７００がヘヤードライヤに取り付けられた時、主入口２２０から主出口２３０へ
の主流路２６０に沿った主流れは、ノズル入口６２０と流体連通する。流体は、ノズル入
口６２０から流体流路６６０を通ってノズル出口６３０へ流れる。外側湾曲壁７１４ｂの
表面はコアンダ面であるので、出口６３０から出る流体は、表面へ引き込まれ、かつノズ
ルの外側からの流体６１８をノズルに沿ってノズル端６００ｂへ同伴するコアンダ効果に
よって増幅される。更に、第２の流体流路２８０が、ヘヤードライヤ２００内に設けられ
、流体は、主流体流路２６０、６６０内を流れる流体、すなわち、ファンユニット２５０
によって直接に主流体流路２６０内へ引き込まれる流体の作用により、第２の流体流路を
通して同伴される。この第２の流体流路２８０は、入口２７０及び出口２９０を有する。
入口２９０は、ノズル７００の更に別の出口７７０と流体連通する。従って、ファンユニ
ット２５０の作用によって第２の流体流路２８０内へ同伴された流体は、その境界がノズ
ル７００の内側壁７１４、７１４ｂによって形成された更に別の流体流路７８０に沿って
流れ、更に別の出口７９０へ至る。
【０１０２】
　従って、この実施例では、ヘヤードライヤは、内部に同伴された流体からの中心の冷た
いコアと外部に同伴された流体からの外側の冷たいリングとを有する熱い環状流体を放出
する。
【０１０３】
　図１０ａから図１０ｅは、図８に関して説明したものと類似する更に別の単一流路ノズ
ル１０を示している。このノズルでは、流体流路６０が、入口２０から出口３０まで設け
られる。入口２０は、ノズル１０の第１の端部又は上流端１０ａと第２の端部又は下流端
１０ｂとの間でノズル１０のほぼ管状の本体１４の外側壁１２を通る。出口３０は、ノズ
ルの外側壁１２と内側壁３２の間に形成されたスリットである。
【０１０４】
　内側壁３２は、凸面であり、外側壁１２の下流端１２ｂに位置付けられた注ぎ口３４に
よって形成される。流体流路６０を通って流れる流体は、注ぎ口３４の上流端３４ａによ
って狭いところを通され、出口３０へ向う。内側壁３２が凸面であるので、出口３０から
流出する流体は、コアンダ効果によって表面３２へ引き込まれ、これは、ノズル１０の周
りで環境から流体１８を同伴する。
【０１０５】
　注ぎ口３４の下流端３４ｂにおける形状は、ほぼ矩形状であるので、流体は、ノズルか
らほぼ矩形状プロフィールで流出する。
【０１０６】
　ノズルの後端又は上流端１０ａは、円錐形状の注ぎ口７０を有するので、ノズル１０が
ヘヤードライヤ２００（図示しない）と組み合わせて使用された場合、第２の流体流路２
８０からの流体は、円錐形状の注ぎ口７０によって閉鎖される。
【０１０７】
　図１２ａから図１２ｃは、ノズル及びヘヤードライヤ組合せを示し、ノズル１１００は
、その長さに沿って延びる縦軸線Ｄ－Ｄを有するほぼ管状の本体１１０３を含み、かつノ
ズル１１００の流体流路１１０６への第１の入口１１０２及び第２の入口１１０４を有す
る。ヘヤードライヤ１１２０は、第１の入口１１０２及び第２の入口１１０４とそれぞれ
流体連通する対応する主出口１１２２及び第２の主出口１１２４を有する。この配置は、
ヘヤードライヤの主流体流路１２６を通る主流が２つの出口領域を有することを意味する
。ヘヤードライヤ１１２０上でノズル１１００を使用すると、ヘヤードライヤを通る流れ
が制約され、ヘヤードライヤによる出力の約４ｌ／ｓまでの低下をもたらす。主流のため
に第２の主出口１１２４を導入したことにより、出力の低下は軽減される。
【０１０８】
　第２の入口１１０４は、ノズルの縦軸線の方向に延び、かつノズル１１００のほぼ管状
の本体１１０３の外側壁１１１０を通って周囲に放射状に延びる点で第１の入口１１０２
に類似する。第２の入口１１０４は、補強支柱１１０４ｂによって分離されたいくつかの
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個別の開口１１０４ａから構成される。
【０１０９】
　主流体出口を有するヘヤードライヤの一部を示す図１２ａを参照すると、主流体出口は
、第１の主出口１１２２及び第２の主出口１１２４を含み、ノズルがヘヤードライヤ１１
２０に取り付けられない場合、第２の主出口１１２４は閉鎖され、その理由は、ヘヤード
ライヤ１１２０の主流体流路１１２６を通る流れを増加させることは要求されないからで
ある。第２の主出口１１２４を塞ぎ、閉じ、覆い、又は制限する閉鎖部１１３０が設けら
れる。閉鎖部１１３０はバネ１１３２によって閉鎖位置に向けて付勢され、この実施例で
は、バネは、閉鎖部１１２４に対して押圧し、第２の主出口１１２４を塞ぐ。第１の主出
口１１２２及び第２の主出口１１２４は、両方とも開口を含み、かつノズル１１００の縦
軸線Ｄ－Ｄに沿って離間している。
【０１１０】
　ここで図１２ｃを参照すると、ノズル１１００には、リップ１１０８が設けられ、リッ
プは、ノズルのほぼ管状の壁１１０１から直立する。リップ１１０８は、ノズル１１００
の本体１１０３のほぼ管状の外側壁１１０５の周囲の周りで連続的又は非連続的とするこ
とができ、かつ壁１１０５から直立するのに十分な深さ及び高さとされ、それによって第
１に閉鎖部１１３０と係合し、第２にノズル１１００が引っ掛かることなく、リップ１１
０８の閉鎖部１１３０との係合位置までノズルが挿入されることを許す。
【０１１１】
　この実施例のリップは、ノズルの本体１１０３に形成した凹部に保持されたＯリングか
ら形成される。代替は、当業者には明らかであり、一体の成形されたリップ、プラスチッ
ク／硬質ゴムリング、既存のヒンジ、オーバモールドされたリップ、及び押込み配置を含
むがこれらに限定されない。
【０１１２】
　閉鎖部１１３０は、リング形状であり、Ｓ字プロフィールを有する。リングの中心に開
口１１２６があり、開口は、ヘヤードライヤの第１の主流体出口１１２２から来てヘヤー
ドライヤの主流体流路１１２６を通って流れる流体がヘヤードライヤの下流端１１２０ｂ
を出ることを可能にする。閉鎖部１１３０のＳ字プロフィールの第１の端部１１２５は、
バネ１１３２の一端と係合し、閉鎖部１１３０がそれによって閉塞位置又は閉鎖位置に向
けて付勢される手段を提供する。Ｓ字プロフィールの第２の端部１１２７は、ヘヤードラ
イヤの主出口１１２２と下流端１１２０ｂとの間でヘヤードライヤの流体流路１１２９内
へ突出する。ノズルがヘヤードライヤ１１２０の下流端１１２０ｂ内へ十分に挿入された
時に（図１２ｂ参照）、閉鎖部１１３０のこの第２の端部１１２７は、ノズル１１００の
リップ１１０８と係合し、かつノズルが係合点を超えて挿入される時に、閉鎖部１１３０
は、バネ１１３２の作用に対抗して押されかつ摺動し、第２の主出口１１２４を開き、流
体が主流体流路１１２６内へ流れて第１の主出口１１２２又は第２の主出口１１２４のい
ずれかを通じて流出することを許し、こうしてノズルの使用に基づくヘヤードライヤを通
る流体流れのあらゆる制約を軽減する。
【０１１３】
　ノズル１１００の周りのヘヤードライヤ出口１１２０ｂから来た流体の主流体流路１１
２６からの漏出を防止するために、外側壁１１０３は、外側壁１１０３の周りに延びかつ
ノズルをヘヤードライヤ出口１１２０に対して密封する直立カラー１１１０を含む。カラ
ー１１１０は、ノズル及びヘヤードライヤの間にノズルをヘヤードライヤ内に保持する摩
擦点を追加的に提供する。
【０１１４】
　ノズル１１００は、流体がノズル出口１１１２を通って出力される下流端１１００ｂと
、上流端１１００ａとを有する。一実施形態において、ノズルの上流端１１００ｂは、端
壁１１１４を含む。この実施形態において、ヘヤードライヤからの主流は、ノズル出口１
１１２から出力される流れのみである。代替的に、ノズルの上流端１１００ａは、ヘヤー
ドライヤ内の第２の流体流路１１４０に関して更に別のノズル入口を提供する開口部１１
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１６を含む。第２の流体流路は、流体を主流体流路１１２６内へ引き込むファンユニット
（図示しない）の作用によってヘヤードライヤ内へ同伴された流体のためのものである。
同伴流体は、第２入口１１４２からヘヤードライヤに入り、第２の流体流路１１４０に沿
って更に別のノズル入口１１１６内へ流れる。同伴流体は、ノズル出口１１１２から出る
前にノズル内の主流体流れと混合し合う。代替的に、第２の流体流れは、図３、図４、図
５、図７、及び図９に関して上述したようにノズルを通る更に別の流体流路を含み、ノズ
ルから隔絶された熱い流体及び冷たい流体を提供する。
【０１１５】
　図１３ａから図１３ｄは、異なる配置を示している。この実施例では、主流体流路１１
７６からの第２の主出口１１７４は、内側壁を通るのではなく、ヘヤードライヤ１１５０
の端壁１１６０内にある。
【０１１６】
　ここで図１３ａを参照すると、ヘヤードライヤは、内側壁１１５４ａ、１１５４ｂと外
側壁又は外部壁１１５６とを有するほぼ管状の本体１１５２を有する。ヘヤードライヤの
下流端１１５０ｂにおいて、内側壁１１５４ｂと外側壁１１５６の間に端壁１１６０、１
１８０が設けられる。端壁は、本体１１５２の縦軸線Ｅ－Ｅと直交し、かつ固定部分１１
６０と可動部分又は閉鎖部１１８０とを有する。閉鎖部１１８０は、環状であり、バネ１
１８２によって端壁１１６０の固定部分と実質的に同一平面になるように付勢される。ノ
ズルがヘヤードライヤ１１５０内へ挿入された時に、閉鎖部１１８０は、バネ１１８２に
対して押され、バネを圧縮させて第２の主出口１１７４を開放する。この実施例では、閉
鎖部１１８０は、ヘヤードライヤの内側壁１１５４ｂに隣接するが、閉鎖部は、内側壁と
外側壁の間のどこにでも配置可能である。また、閉鎖部は、端壁の周りで連続しているこ
とを必要としない。
【０１１７】
　図１３ｄを参照すると、ノズル１１９０は、外側壁１１９４を有するほぼ管状の本体１
１９２を有する。第１の入口１１９６は、外側壁１１９４内において、ノズルの第１の端
部又は上流端１１９０ａと第２の端部又は下流端１１９０ｂとの間であるが、ノズルの上
流端１１９０ａに向けて設けられる。この第１の入口１１９６は、ヘヤードライヤの本体
の内側壁１１５４内に設けられたヘヤードライヤの第１の主出口１１７２と流体連通され
、流体流路１１９７がノズルを通って設けられ、第１の入口１１９６からノズルの本体１
１９２を通り、ノズルの下流端１１９０ｂにあるノズル出口１１９８に至る。ノズルの外
側壁１１９４は、ヘヤードライヤの出口端１１５０ｂへ挿入することができるように設計
される。外側壁１１９４の下流端１１９４ｂに、フック形状のリップ１１９３が設けられ
る。ノズル１１９０がヘヤードライヤに挿入された時に、フック形状のリップ１１９３は
、ヘヤードライヤの内側壁１１５４ｂの端部を覆い、閉鎖部１１８０と係合し、バネ１１
８２の作用に対抗してそれを押す。第２の開口１１７４からノズルの下流端１１９０ｂま
で第２の流体流路１１８４を設けるように、カラー１１９５がノズル上に設けられる。ノ
ズルがヘヤードライヤ内へ挿入された時に、カラー１１９５は、ヘヤードライヤの本体１
１５２の外側壁１１５６の上に適合し、かつ端壁１１６０の固定部分及びフック形状リッ
プ１１９３と共に、ノズル内において流体流路１１９７内の第１の流体入口１１９６から
の流体と結合するノズルのための第２の流体入口１１８４を形成する。
【０１１８】
　ノズル１１９０は、図１３ｂ及び図１３ｃに示すように挿入され、リップ１１９３は、
閉鎖部１１８０と係合し、バネ１１８２の作用に対抗して閉鎖部を強制的に戻し、第２の
主出口１１７４を開く。
【０１１９】
　図１４ａから図１４ｄは、ノズル１２００がヘヤードライヤ１２５２上で使用された場
合に流れ制約を軽減する代替の配置を示している。この実施例では、ノズル１２００の挿
入は、ヘヤードライヤ１２５２の主流体出口１２５０の大きさの増大をもたらす。
【０１２０】
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　ノズル１２００は、その長さに沿って延びる縦軸線Ｆ－Ｆを有するほぼ管状の本体１２
０２を有する。支柱１２１２によって分離されたいくつかの開口１２１０を含む流体入口
１２０８は、ノズル１２００の縦軸線Ｆ－Ｆの方向に延びる長さを有し、かつ本体１２０
２の外側壁１２０４内でノズル１２００の第１の端部又は上流端１２００ａと第２の端部
又は下流端１２００ｂの間に位置付けられる。
【０１２１】
　ヘヤードライヤ１２５２は、ほぼ管状の本体を有し、本体は、内側壁１２５４ａ、１２
５４ｂと、外側壁１２５６と、それらの間に設けられた主流体流路１２５８とを有する。
主流体流路１２５８は、主入口１２２０から内側壁１２５４ａ、１２５４ｂの２つの区画
間の開口として設けられた主出口１２５０へ延び、その後、ヘヤードライヤ１２５２の本
体内の中心ボア１２６０を通り、ヘヤードライヤ出口１２６２へ延びる。
【０１２２】
　主出口１２５０は、内側壁１２５４ｂの下流区画へ取り付けられた固定面１２７０と、
内側壁１２５４ａの上流区画へ連結された可動面１２７２とで形成される。主出口１２５
０を開くことができるように、上流内側壁１２５４ａの可動部分１２５４ａａは、主流体
出口１２５０における流体流れの方向に対抗してヘヤードライヤ１２５２の上流端１２５
２ａに向けて摺動可能に可動である。内側壁１２５４ａの上流区画及び可動部分１２５４
ａａは、バネ１２８０（図１４ａ及び図１４ｂ）によって離れるように付勢された重ね継
ぎ１２８２（図１４ｄ）を形成する。可動部分１２５４ａａは、ヘヤードライヤ内にダク
ト１２６２と評する内面を有し、かつダクト１２６２から直立してダクト１２６２内へ半
径方向に延びるリム又はリップ１２６４を含む。ノズル１２００がヘヤードライヤの出口
１２６２内へ挿入された時に、ノズルの外側壁１２０４の上流端１２００ａは、可動部分
１２５４ａａ上のリム又はリップ１２６４と係合し、バネ１２８０の付勢作用に対抗して
可動部分１２５４ａａを押すので、可動部分１２５４ａａは、上流内側壁１２５４ａに向
けて摺動し、主流体出口１２５０を開ける（図１４ｃから図１４ｄ）。
【０１２３】
　ノズル１２００がその後取り外された場合、可動部分１２５４ａａは、ヘヤードライヤ
１２５２の下流端１２５２ｂへ向けて戻るように摺動し、主出口１２５０を最初のサイズ
へ戻す。
【０１２４】
　図１５ａ及び図１５ｂは、ヘヤードライヤ１７０を示し、図１５ｃ及び図１５ｄは、ヘ
ヤードライヤ１７０に取り付けられたノズル１９０を示している。ヘヤードライヤ１７０
は、ダクト１７６を形成する本体１７７と、１対のハンドル１７２、１７３と、ヘヤード
ライヤの上流端１７０ａ内の主入口１７１と、ヘヤードライヤの下流端１７０ｂ内の主出
口１７８とを有する。
【０１２５】
　主流体は、主入口１７１内へ引き込まれ、第１のハンドル１７２に沿って流体を引き込
むファンユニット（図示せず）を通り、第２のハンドル１７３に沿って加熱器１７４を通
り、主出口１７５から出てヘヤードライヤのダクト１７６へ入り、流体出口１７８へ至る
ように流れる。第２の流体流路１８０が、ヘヤードライヤの上流端１７０ａの第２の入口
１８１からダクト１７６を通ってヘヤードライヤ出口１７８へ至るように設けられる。流
体は、流体を主入口１７１内へ引き込むファンユニット（図示せず）の作用によって第２
の流体流路１８０内へ同伴され、主流体出口１７５において主流れと混合し合い又は組み
合わされる。ダクト１７６を通って流れる流体は、主流れと同伴された流れとが組み合さ
れたものである。
【０１２６】
　この実施例では、主流れの全てが加熱器１７４を通って主出口１７５へ流れるとは限ら
ない。主流れの一部が、加熱器１７４を迂回し、第２ンハンドル１７３が本体１７７に結
合してダクト１７６を取り囲むところに形成された内部の冷却ダクト１７９を通る。内部
冷却ダクト１７９は、ダクト１７６の周りに延び、ヘヤードライヤの主出口１７５から下
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流端１７０ｂまで延び、約１ｌ／ｓの流体が、内部冷却ダクト１７９の流体出口１７８を
取り囲む環状の開口部１８２を通って流れ出る。内部冷却ダクト１７９は、２つの機能を
有し、第１に、それは、本体１７７を形成する管状壁に対して絶縁性を提供し、第２に、
それは、流体出口１７８から出る組合せ流体流れを取り囲む流体の冷たい環状リングを提
供する。
【０１２７】
　ノズル１９０（図１５ｃ）は、本質的にノズル１００（図１ａから図１ｆ）であり、ヘ
ヤードライヤ１７０の環状の開口部１８２と係合するようになった外側カラー１９１が追
加され、かつ環状開口部１８２から冷却流体流路１９２を沿ってノズル１９０の冷却出口
１９３へ至る冷却流体流路１９２を提供する。図１ａから図１ｆを参照して説明しかつノ
ズル１９０と共通する特徴に関しては、同じ参照番号が使用される。
【０１２８】
　ノズル１９０は、上流端１００ｂからヘヤードライヤ内へ挿入可能なほぼ管状の本体１
１０を有する。ノズルの下流端１００ｂは、ほぼ矩形であり、ノズルは、ヘヤードライヤ
１７０の外側で形状が管状から矩形へ変化する。カラー１９０は、ノズルの下流端１１０
ｂから、ノズルがヘヤードライヤのダクト１７６内へ挿入される箇所まで本体１１０を取
り囲み、かつ本体１１０とカラー１９１の間に一定の間隔を全体的に維持する。
【０１２９】
　ノズル１９０がヘヤードライヤ１７０へ取り付けられた時（図１５ｃ及び図１５ｄ）、
カラー上流端１９１ａは、ヘヤードライヤの管状本体１７７ａの下流端と当接し、内部冷
却ダクト１７９の環状開口部１８２とノズル１９０の冷却流体流路１９２との間に流体連
通を提供し、従って、内部冷却ダクト１７９に沿って流れる流体は、冷却流体流路１９２
内へ流れ、ノズル冷却出口１９３へ至る。
【０１３０】
　ノズル１９０は、高温整髪ノズルであり、従って、障壁１４０が設けられてヘヤードラ
イヤの第２の流体流路１８０に沿った同伴を防止し、ノズル出口１３０から流出する全て
の流体は熱い。ノズル流体流路１６０及びノズル出口１３０を取り囲む冷却流体流路１９
２を有することにより、ノズルをヘヤードライヤから取り外すためにユーザが把持するノ
ズルの部分は、冷却され、ノズル出口１３０からの熱い流れは、冷却流れによって取り囲
まれる。
【０１３１】
　図１６ａ、図１６ｂ、図１６ｈから図１６ｋは、全てヘヤードライヤ６７０を示し、ヘ
ヤードライヤは、ファンユニット６７２及び加熱器６７３で処理される主流体流路６７１
と、流体を主流体流路６７１内へ引き込むファンユニット６７２の作用によってヘヤード
ライヤ内へ同伴された流体を含む第２の流体流路６８０とを有する。
【０１３２】
　特に図１６ｈ及び図１６ｉを参照すると、主流体流れは、主入口６７４において主流体
流路６７１内へ引き込まれ、第１のハンドル６７６に沿ってファンユニット６７２を通り
、第２のハンドル６７７に沿って流れ、加熱器６７３を通り、主出口６７５から出て、ヘ
ヤードライヤのダクト６７８へ入り、流体出口６７９へ至るように流れる。第２の流体流
路６８０は、ヘヤードライヤの上流端６７０ａにある第２の入口６８１からダクト６７８
を通り、ヘヤードライヤ出口６７９へ至るように設けられる。流体は、流体を主入口６７
４内へ、かつ主出口６７５へ引き込むファンユニット６７２の作用によって第２の流体流
路６８０内へ同伴され、主流体出口６７５において主流れと混合され、又は組み合わされ
る。ダクト６７８を通り、出口６７９へ流れる流体は、主流れ及び同伴された流れが組み
合わされたものである。
【０１３３】
　主流体出口６７５は、相対的に大きくかつ制約されない。第２の流体流路６８０内への
同伴を促進するために、付属品６８５が設けられる。付属品６８５（図１６ｌ及び図１６
ｍ）は、ヘヤードライヤ出口６７９内へ挿入され、かつ第１の端部又は上流端６８５ａと
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第２の端部又は下流端６８５ｂの間でほぼ管状の本体６８６を含む。コアンダ効果による
同伴を促進するように、付属品６８５は、上流端６８５ａにコアンダ面６８７を含む。コ
アンダ面６８７は、付属品がヘヤードライヤ６７０へ挿入された場合（図１６ｊ及び図１
６ｋ）、主流体出口６７５と流体連通され、かつ主流体流れが主流体出口６７５を出る時
に、主流体がコアンダ面６８７に沿って進み、ノズル流体流路６８８内へ入りノズル出口
６８９へ至るようにする。付属品６８５の下流端６８５ｂは、ヘヤードライヤの下流端６
７０ｂから突出し、かつヘヤードライヤの下流端６７０ｂを覆う直立リップ６９０を含む
。ノズル出口６８９は、円形状で、ヘヤードライヤ出口６７９よりも小さい直径を有する
。
【０１３４】
　ここで図１６ｃから図１６ｇを参照すると、第２の付属品８５０が設けられる。この第
２の付属品８５０は、高温整髪ノズルであり、ヘヤードライヤ６７０からの主流れのため
の出口を提供するのみである。
【０１３５】
　第２の付属品８５０は、管状の本体８５１を有し、本体は、第１の端部又は上流端８５
０ａから第２の端部又は下流端８５０ｂへ至る付属品の縦軸線Ｇ－Ｇを形成する。上流端
８５０ａに端壁８５２が設けられ、それは、ヘヤードライヤ６７０の第２の流体流路６８
０を閉じるように設計される。流体入口８５３は、本体８５１内において端壁８５２の下
流に設けられ、流体は、流体入口８５３から流体流路８５４に沿ってノズルの下流端８５
０ｂにある流体出口８５５へ流通可能である。ノズル８５０は、ヘヤードライヤ６７０へ
部分的に挿入可能に設計され、流体入口は、主流体出口６７５と流体連通されるようにな
っている。ノズルの挿入可能な部分は、ほぼ管状であり、かつ本体８５０の周りに、付属
品が正しく挿入された時にヘヤードライヤの下流端６７０ｂへ当接するカラーの直立する
リップ８５６が設けられる。リップ８５６の下流において、付属品の変化は、ほぼ円形状
をほぼ矩形状に変化させて、ノズル出口８５５から集束した流れを供給する。
【０１３６】
　ヘヤードライヤ６７０へ取り付けられたノズル６８５の第１タイプのノズルがない場合
、主流体流れは、第２の流体流路６８０を通る同伴された流れによって増強され、流体出
口６７９からの合計流体出力は、主流れと同伴された流れの組合せた値になる。第２の付
属品８５０は、ヘヤードライヤからの主流れのみを許して同伴された流れを阻止するので
、ノズル出口８５５における流体出力のより低い速度の影響を被る可能性がある。しかし
、ノズル８５５の上流端８５５ａは、ヘヤードライヤ６７０のダクト６７８に着座するよ
うに設計されるので、これは軽減され、従って、付属品８５０は、主出口６７５からの流
れを制約しない。ノズル本体８５１の上流端は、湾曲した壁８５７を有するので、第２の
付属品８５０を使用して得られる渦及び圧力損失は、最小にされる。この第２の付属品８
５０は、増幅ギャップ又は主流体出口６７５を広げる効果を有する。
【０１３７】
　リップ又はカラー８５６、６９０は、ノズル又は付属品８５０、６８５がヘヤードライ
ヤ出口６７９へ正確に挿入されたことユーザに知らせる効果のみならず、主流体出口６７
５から外部のノズル又は付属品８５０、６８５へ流出する流体を密封する効果を有する。
【０１３８】
　図１７ａから図１７ｃは、従来のヘヤードライヤ９２０へ取り付けられたノズル９００
を示している。ヘヤードライヤ９２０は、本体９２２及びハンドル９２４を有する。本体
９２０は、ファンユニット９３０と加熱器９４０とを収容するダクト９２３を含み、流体
流路９２６が、ヘヤードライヤの上流端９２０ａに位置付けられた入口９２８からヘヤー
ドライヤの下流端９２０ｂに設けられた出口９３２まで設けられる。使用時に、流体は、
ファンユニット９３０によって入口９２８から引き込まれ、流体流路９２６を通り、出口
９３２へ至る。付属品がない場合、ヘヤードライヤ出口９３２は円形である。
【０１３９】
　ノズル９００は、ヘヤードライヤ９２０の出口９３２にあるダクト９２３へ挿入される
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上流端９００ａと、ヘヤードライヤ９２０の出口９３２から突出する下流端９００ｂとを
有する。ノズル９００は、ノズルの上流端９００ａ及びノズルの下流端９００ｂに丸い点
又は半球体へ向けて内側に湾曲する凸面外側面９１０を有する。ノズルの凸面外側面９１
０は、ヘヤードライヤ出口９３２と共に、ヘヤードライヤの下流端９２０ｂにヘヤードラ
イヤの環状の流体出口又は開口部９５０を形成する。
【０１４０】
　出口９５０の近くで、凸面外側壁９１０は、外側へ湾曲して直径が増加し、出口９５０
における流体流路の横断面を低減する。凸面外側壁９１０は、出口９５０及びヘヤードラ
イヤの下流端９２０ｂを超えて下流ノズル端９００ｂまで続く。凸面外側壁９１０はコア
ンダ面であり、すなわち、それは、流体流路９２６を通って流れる流れを外側壁９１０の
表面に沿って進ませ、その理由は、外側壁は、湾曲して出口９５０及び下流ノズル端９０
０ｂに環状流を形成するからである。また、コアンダ面９１０は、出口９５０から流出す
る流体流れがコアンダ効果によって増幅されるように配置される。
【０１４１】
　ヘヤードライヤは、コアンダ効果を利用して増幅領域を提供するコアンダ面を含むノズ
ルにより、上述の出力及び冷却効果を達成する。
【０１４２】
　出口９５０にある流体が外側壁の湾曲面９１０に沿って下流ノズル端９００ｂへ流れる
ように促進することにより、流体は、ヘヤードライヤ９２０の外側からコアンダ効果によ
って同伴される９１８（図１７ｂ及び図１７ｃ）。この同伴作用は、下流ノズル端９００
ｂにおける空気の流れを増加させ、従って、下流ノズル端９００ｂを流れる流体の体積は
、ファンユニット９３０及び加熱器９４０を通してヘヤードライヤ９２０によって処理さ
れる上記同伴によって増幅される。
【０１４３】
　同伴は利点をもたらし、その理由は、それが、熱い流体の環状リングの形成をもたらし
、リングは、冷たい流体によって取り囲まれ、かつ外縁は同伴された冷たい流体によって
部分的に冷却されるからである。
【０１４４】
　ノズル９００は、外側面の周りに設けられていくつかの半径方向に離間した支柱によっ
てそこへ取り付けられ、ノズル９００がヘヤードライヤ出口９３２内へ部分的に挿入され
る時にダクト９２２に係合するリングを設ける段階を含むいくつかの方法のうちの１つに
よってヘヤードライヤ９３２内に保持される。代替的な保持方法は、ノズルを支持する中
心支柱を使用することである。
【０１４５】
　図１８ａから図２８ｅは、従来のヘヤードライヤ９２０へ取り付けられた代替的なノズ
ル９６０を示している。図１ａから図１ｆに関して既に説明した特徴は、同じ参照番号が
与えられている。
【０１４６】
　ノズル９６０は、外側面９７０を取り囲むカラー９８０を含む。カラー９８０の内部面
９８２及びノズルの外側面９７０は、一緒に、流体９７８がそこを通って流れ得る同伴流
体流路９８４を形成し、流体は、流体流れをヘヤードライヤを通して環状出口９９０へ引
き込むファンユニット９３０の作用によってヘヤードライヤ９２０の外側から引き込まれ
、環状出口は、ノズルの凸面外側面９７０及びヘヤードライヤ出口９３２によって形成さ
れる。
【０１４７】
　カラー９８０は、２つの部分、すなわち、外側へ広がりヘヤードライヤの本体９２２か
ら遠ざかる上流部分９８６と、直径が全体的に一定かつノズル９６０の凸面外側面９７０
のラインを辿る下流部分９８８とを有する。張り出し端部９８６は、同伴流体流路９８４
を通って流れる流体の同伴効果及び体積を増加させるためである。下流端９８８は、流れ
をコアンダ面、すなわち、ノズルの外側面９７０に向けて集束させ、ノズルの端部からの
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【０１４８】
　同伴流体９７８とヘヤードライヤ流体流路９２６からの流体流れとは、ヘヤードライヤ
の下流端９２０ｂ及びカラー９８０内で混合し合い、かつ組み合わされる。カラー９８０
は、追加的に指の防護を提供し、人間が出口９３２へ直接に接触するのを防止し、同伴さ
れた流れ９７８は、カラー９８０の面を冷却してカラー９８０が熱くなるのを防止する。
【０１４９】
　ノズルは、フェルトシール、隆起止め具、Ｏリング、磁石、摩擦嵌め、機械式クリップ
、スナップ装着、又は作動スナップ装着を含むがこれらに限定されないいくつかの代替物
のうちの１つによってヘヤードライヤに対して保持される。
【０１５０】
　ヘヤードライヤは、好ましくは、ヘヤードライヤの少なくとも主流体流れ入口２２０を
覆うフィルタ２２２（図２ｂ、２ｃ、及び１８ｂ）を含む。フィルタ２２２は、ファン及
びモータを含むファンユニット２５０の上流にある主流体流路２６０へほこり、ごみ、及
び毛髪が進入するのを防止するように設けられる。これらの異物は、モータを損傷させて
ヘヤードライヤの早期故障を引き起こすことがある。フィルタ２２２は、ヘヤードライヤ
の取入口全体、すなわち、主流体流路２６０及び第２の流体流路２８０の両方を覆うこと
ができるが、これは好ましくなく、その理由は、フィルタが電気器具を通る視線を妨げる
からである。電気器具を通る視線は、電気器具上でノズルを使用することによって制約さ
れる。
【０１５１】
　本発明は、ヘヤードライヤのためのノズル及びノズルを含むヘヤードライヤに関して詳
述されたが、それは、流体を引き込みかつ電気器具からのその流体の流出を誘導する全て
の電気器具へ適用可能である。
【０１５２】
　電気器具は、加熱器と共に又は加熱器なしで使用可能であり、高速での流体の流出の作
用は、乾燥効果を有する。
【０１５３】
　電気器具を通って流れる流体は、一般的に空気であるが、１つ又は複数の気体の異なる
組合せとすることができ、かつ添加物を含むことができ、添加物は、電気器具の性能、又
は出力が向けられる目的物、例えば、毛髪及びその毛髪の整髪に対して電気器具が有する
効果を改善する。
【０１５４】
　本発明は、上述の詳しい説明に限定されるものではない。変形は、当業者には明らかで
あろう。
【符号の説明】
【０１５５】
１００　ノズル
１００ａ　第１の端部又は上流端
１１０　本体
１２０　流体出口
１３０　流体入口
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